
別紙１ 

国民スポーツ大会スポーツクライミング競技施設設置基準 

 

（目的） 

第１条 本基準は、国民スポーツ大会スポーツクライミング競技施設認定規定（以下「認定規定」とい 

う。）に基づき定めるものとする。 

  ２ 本基準における申請者とは、認定規定第３条に定める会場地の実行委員会をいう。 

 

（申請） 

第２条 申請者は、認定規定第４条に基づき、次の（１）から（４）に定める資料を、申請時に提出し 

なければならない。 

（１） 設計図，計算書，仕様書及び必要な場合は建築確認書（写）並びにパネル等の図面，安

全性・強度等の仕様書及び安全性・強度に対する確認試験項目。 

（２） 製造及び施工者が提出した計算書及び施工図面並び製造及び施工者が実施した前項(ｱ)の

確認、試験結果の報告書（写） 

（３） 本協会が指示した強度及び安全性に対する確認試験の結果報告書。 

（４） 仮設の場合は，常設に準じた資料を提出すること。 

 

（競技場の基準） 

第３条 認定規定第２条第２項第１号に定めるクライミング・ウォール（以下「ウォール」という。） 

及び関連する区域は、次の各号を満たすものとする。 

 

（１） ウォールの設置場所は，リード競技施設，ボルダー競技施設ともに屋内とし，選手がパ

フォーマンスを十分に発揮できるよう空調設備などで温度変化が少なくなるように留意

する。 

（２） ウォールの全体構造は，建築基準法に基づくことを前提とする。すべての構造物は建築

基準法の適用を受けること。これは仮設・常設や工作物・建築物に関わらず適用される。 

（３） ウォール，確保支点，ホールド等の強度及び安全性は，ＣＥＮ（欧州標準化委員会）で

承認されたＥＮ基準（ヨーロッパ標準規格，以下同じ）若しくはそれに相当する国際基

準を満たすことを前提にする。 

（４） ウォールのパネルの材質は，EN 基準に規定された強度及び安全性に対する確認試験を行

い，その結果がこの基準を満たすものであればよく，常設の場合の耐用年数は，５年以

上を目安に製造者が保障する期間とする。なお，申請者は競技期間中におけるパネルな

どの破損に対しては競技への支障がないよう迅速に対応するものとする。 

（５） ウォールのパネル上のホールドの取付け穴は，20カ所以上／㎡を目安とする。 

 

※ＥＮ基準は現在，３つのカテゴリーに分かれて制定されている。 

ＥＮ基準 12572-1 

第 1部：確保支点のある人工登攀構造物の安全性要求事項と試験方法 

ＥＮ基準 12572-2 

第 2部：ボルダー壁の安全性要求事項と試験方法 

 

（６） リード競技のウォールの仕様は、次に定める通りとする。 

①ウォールの高差は 12ｍ以上とし，ルートの長さは 15ｍ以上かつ幅３メートル以上の 

 近似のルートが 4本同時に設定可能なものとする。 



ここでいうルートの「長さ」は，選手の登ったラインに沿った距離であり，起点と 

終点を直線的に結んだ長さではない。 

同時にルートの「幅」とは登っていく選手の重心位置の左端と右端の間隔を指す。 

したがって，1本のルートあたりに必要なウォールの幅は４～５ｍ以上となる。 

②ウォールの傾斜は，最小傾斜部の角度を１００度，最大傾斜部の角度を１５０度とし， 

かつ平均傾斜を約１２０度とする。 

③角度の変化は，クライミング・ウォール全体が一体，２段，あるいは，多段に分かれ 

て傾斜していても構わない。 

④ウォールは左右の縁の使用が可能であるように側面を有するか側面用の部材の取り付 

けが即時可能でなければならない。 

⑤ウォールに設定されたルートは，競技運営上，競技終了後（前日の夜間，あるいは競 

技当日）に短時間で設定し直すことになる。このルートの設定をし直すため，高所作 

業車の活用等より，作業の軽減を図るための方策を講ずること。 

⑥ハンガーは，概ね１ｍに１ヶ所設けなくてはならない。 

⑦ハンガーの誤使用防止のための、取外しが可能なハンガーカバーを備えること。 

（７） ボルダー競技場のウォールの仕様は、次に定める通りとする。 

①ウォールの高さは，マット面から５メートル以内とする。 

②ウォールは，合計４ルート以上を同時に設定可能な規模とし壁面積の合計は 120㎡以上 

とする。 

③ウォールは原則として連続する１面とする。ただし、競技運営上の必要性から、２基 

に分割してもよい。分割する場合の１基あたりの壁面積は，60㎡以上とする。 

④ウォールは、観客席から見やすいようにステージ上に設置されなければならない。 

⑤ウォールの傾斜は，最小傾斜部の角度を 85度，最大傾斜部の角度を 150度とし，かつ 

平均傾斜を約 120 度とする。 

⑥ウォールのパネルは，交換できなくてもよいが，立体的な構造が望ましい。 

⑦ルートセットにおける秘匿性の確保のための、カーテン等の装置を設置すること。な 

お、カーテン内部でルートセット作業を行うことができるようにすること。 

⑧安全対策のため，ウォールの基部に壁上部から選手が墜落した場合にも十分な安全が 

確保できるようマットを設置するものとする。高さ３m程度からの墜落を想定されるの 

で，厚さは 30cm 程度とする。設定範囲は競技者が墜落すると予想される範囲全体とす 

る。 

⑨マットの外被は全体が一体となっている継ぎ目のないものが望ましいが，やむを得ず 

複数に分ける場合はその継ぎ目を塞ぐ方策を講じること。 

※ 一般的に市販されているマットの素材は，外被はターポリンなど，芯材は硬軟のウ 

レタンフォームを２層以上に貼り合わせた構造となっている。やわらかいものは衝撃 

吸収に優れているが，競技中の選手の行動を妨げるので，適度な硬さのものが必要に 

なる。 

⑩競技中にマットが移動することがないよう，設置と固定に十分な配慮を行う。 

（８） ウォールと観戦エリアの間に、審判席及びメディアゾーンを設けなければならない。メ

ディアゾーンは、ウォール前方や左右に設置し、競技中の選手の撮影に十分なものとす

ること。なお、選手動線や審判員の業務に与える影響が最小限となる位置に設定するこ

と。 

 

第４条 認定規定第２条第２項第２号に定める区域は、次の各号を満たすものとする。 

（１） 判定用公式ビデオ記録を撮影するためのビデオカメラを設置する場所は、ビデオカメラ

の前を人が通行するといった撮影の妨げになることが可能な限り発生しない位置とする



こと。 

（２） 撮影を中断・停止することなく、判定用公式ビデオ記録を再生及び確認、保存できる専

用の録画システムを、競技エリアに隣接した区域に設置しなければならない。 

 

第５条 認定規定第２条第２項第３号に定める区域は、次の各号を満たすものとする。 

（１） コール・ゾーンは，原則として当日競技をする選手８名以上を収容するスペースを有し

なければならない。また，できるだけ競技エリアに隣接して設置されなければならない。 

（２） コール・ゾーン及びトランジット・ゾーンは，競技エリアが見えない場所に設置されな

ければならない。また競技の公平性から，競技状況が把握できる歓声や放送などは排除

するよう努めなければならない。 

（３） アイソレーション・ゾーンからコール・ゾーンへの移動に相当の時間を要する場合は、

コール・ゾーンに簡便なウォームアップ・ウォールを用意しなければならない。 

 

第６条 認定規定第２条第２項第４号に定める設備は、次の各号を満たすものとする。 

（１） 選手及び審判、観客が準備時間及び最大競技時間の残り時間を確認できるよう、計時用

具をウォール面毎に設置しなければならない。また、ボルダー競技においては、判定用

公式ビデオ記録で記録可能な位置に設置しなければならない。 

（２） ボルダー競技の計時用具は、次を満たすものとする。 

①準備時間および最⼤競技時間の残り時間を秒単位（1秒未満切り上げ）で表⽰するこ 

と。 

②最⼤競技時間の残り 1分の時点および最⼤競技時間の開始と終了、準備時間および最 

 ⼤競技時間の終了 5秒前からのカウントダウンを伝える⾳声信号を出すこと。 
（３） 競技進行中，選手及び監督，役員，一般観戦者がリザルトをインターネット上でリアル

タイムに確認できるシステムを用意しなければならない。また、当該システムを操作す

る機器を、競技エリアに隣接した区域に設置しなければならない。 

 

第７条 認定規定第２条第３項に定める区域は、次の各号を満たすものとする。 

（１） リード競技の決勝及びボルダー競技の予選及び決勝のウォームアップ・エリアはアイソ

レーション状態で運営するため，原則として当該ラウンドに参加する選手・監督を収容

するスペースを有しなければならない。そのスペースは，選手一人当たり原則として 2㎡

以上であり，ウォールに隣接して設置されることに努めるものとする。また，できるだ

け競技エリアに隣接して設置されることが望ましい。選手・監督・トレーナーへの情報

伝達が公平かつ円滑に行え，対応できるよう配慮すること。 

（２） 予選では種別チームの数の選手・監督・トレーナーを合わせての最大 104名，決勝では予 

選通過チーム数が増える場合を考慮し最大 30名が収容できるスペースを確保する。 

（３） リード競技の決勝及びボルダー競技の予選及び決勝は、リード競技予選のウォームアッ 

プ・エリアをアイソレーション状態で運用するため、外部からの隔離のための設備等、

アイソレーション・エリアとしての利用が可能なものとすること。ただし、アイソレー

ション・エリアとして必要最低限なスペースを確保するものとする。 

（４） ウォームアップ・エリアには，ウォームアップ用のウォールと安全確保用のマットを備

えなければらない。ウォールの面積は，選手一人当たり１㎡以上かつ（原則として高さ

３メートル，幅５メートル以上）60㎡以上なければならない。リード競技予選では、2種

別が同時に競技を行うことを考慮し、その総面積を 120㎡とする。安全確保用マットにつ

いては競技用ウォールに設置するものに準じた仕様のものとする。 

（５） ウォームアップ用のウォールは連続した 1 面である必要はなく複数面に分かれていて良



い。ただし 1つの面の幅は 5m以上とする。 

 

第８条 認定規定第２条第４項に定める区域には、次の各号の諸室を設けるものとする。 

（１） 運営本部 

（２） 競技本部 

（３） 審判員・ルートセッター控室 

（４） 競技役員・ボランティアスタッフ控室 

（５） プレスセンター 

（６） 来賓控室 

（７） ホールド保管庫 

 

第９条 認定規定第２条第５項に定める区域は、次の各号を満たすものとする。 

（１） 一般観客や来賓、選手等が着座して観戦できる設備を設けること。なお、来賓及び選手

の観戦エリアは、一般観客向けのエリアとは別区画に設けること。 

（２） 観客エリアが屋外の場合は、雨天時にも支障なく観戦できるよう万全の対策を施すこと。 

 

 

 

 

 付 則 

１ 本基準の改廃は，常務理事会で行う。 

２ 本基準は，平成２５年５月１１日から施行する。 

平成２６年 ５月２５日 一部改定 

平成３１年 ４月１１日 一部改定 

令和 元年 ８月１日  一部改正  

令和 ３年 ２月１０日 一部改正 

令和 ４年 ７月１４日 一部改正 

令和 ５年 ３月 ９日 一部改定 

ボルダー表記改正の施行は、ＪＳＰＯ国スポ委員会承認後とする。 

令和 ５年 ５月１１日 一部改定 

令和 ７年 ３月１３日 一部改定 ただし、施行はＪＳＰＯ国スポ委員会承認後。 
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